
ペーパーテスト調査等の概要

【令和４年度 小学校学習指導要領実施状況調査について（ペーパーテスト調査等）

● 調査実施校：小学校 1,170 校 実施児童数 120,378人（延べ数）

※１教科１問当たり、3,000人程度の調査結果を得ることができるよう、調査対象を無作為抽出した。

● データを見るにあたって

〇「１．主な改訂のポイント」「２．学習指導要領実施状況調査から明らかとなった成果と課題」「３．２の成果と

課題を踏まえた改善の方向性」「４．調査問題例」の４構成と「４」に対応する問題を別紙（問題例）で添付。

〇「２．学習指導要領実施状況調査から明らかとなった成果と課題」中の赤字部分は「相当数の児童ができている」

もの、青字部分は「課題があると考えられる」もので、下線が付されているものは、「４．調査問題例」及び別紙

において問題例（質問項目例）が示されている。

※実技調査については、対象教科（図画工作、家庭、体育（運動領域）、外国語（英語）のペーパーテスト調査を実

施する抽出校の中から調査を実施する学校を抽出。（１教科当たり350人程度：10校程度）
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令和４年度 小学校学習指導要領実施状況調査の結果について（国語）

〇国語で正確に理解し適切に表現する資質・能力を育成することを目標に改善・充実。
・学習の基盤となる言語能力等を支える語彙、急速に情報化が進展する社会における情報
の扱い方等に関する〔知識及び技能〕の指導事項を改善・充実。

・ただ活動するだけではなく、活動を通じてどのような資質・能力を育成するのかを示す
ため、〔思考力、判断力、表現力等〕の各領域において学習過程を一層明確化し、特に
自分の考えを形成する学習過程を重視。

１．平成29年学習指導要領の主な改訂のポイント

○語彙については、様子や行動等を表す語句について相当数の児童ができている設問がある
一方で、思考に関わる語句について課題があると考えられる設問がある。

○情報の扱い方については、必要な語句などの書き留め方について相当数の児童ができてい
る一方で、情報と情報との関係付けの仕方、図などによる語句と語句との関係の表し方に
ついて課題があると考えられる。

○「考えの形成」については、「書くこと」の領域において、自分の考えが伝わるように書
き表し方を工夫することに課題があると考えられる。また、「読むこと」の領域において、
文学的な文章を読む際に自分の考えをもつことについては相当数の児童ができている設問
もある一方で、説明的な文章を読む際に自分の考えをもつことについては課題があると考
えられる。

２．学習指導要領実施状況調査から明らかとなった成果と課題

○指導上の改善点
・適切な言語活動を通して、生きて働く「知識及び技能」と未知の状況にも対応できる
「思考力、判断力、表現力等」を相互に関連させながら資質・能力を育成する指導の充

実を図る。
・「考えの形成」については、文章を読んで理解したことに基づいて自分の知識や経験等
と結び付けて考えをまとめる指導や、自分の考えを明確にして書き表し方を工夫する指
導等の充実を図る。

３．２の成果と課題を踏まえた改善の方向性

４．調査問題例（ペーパーテスト小学校/国語）

「文学的な文章を読む際に自分の考えをもつこと」の問題例
（別紙２参照）

○物語を読み、その魅力をまとめるという言語活動の中で、文章を読ん
で理解したことに基づいて、物語全体の魅力について自分の考えをも
つことができるかを問う問題を出題。 【通過率 80.5％】

「説明的な文章を読む際に自分の考えをもつこと」の問題例
（別紙３参照）

○生き物について書かれた説明的な文章を読み、考えるという言語活
動の中で、文章を読んで理解したことに基づいて、疑問に思ったこ
とやもっと知りたいことについての自分の考えをもつことができる
かを問う問題を出題。 【通過率 40.4％】

「情報と情報との関係付けの仕方、図などによる語句と語句
との関係の表し方」の問題例（別紙１参照）

〇環境によい暮らし方について調べ、家の人たちを招いてスピーチで
提案する言語活動の中で、自分の考えが伝わるように資料活用の仕
方を工夫するため、情報を整理し図で表すことができるかを問う問
題を出題。 【通過率 59.0％】

【速報版】
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・

「情報と情報との関係付けの仕方、図などによる語句と語句との関係の表し方」の問題例

【正答】

２

【通過率 59.0％】

国語第６学年・考えが伝わるように資料活用の仕方を工夫するため、情報を整理し図で表すことがで
きるかを問う問題
この問題を解く上では、情報と情報との関係を判断し、図で表す資質・能力が必要となる。
ここでは、【発表メモ】「調べたこと１」に示された「環境にやさしい」という情報と、「温室効果ガス」「水
の使用」「森林伐採」という情報との関係を判断し、適切に図示している資料を選択することが必要。

別紙１（問題例）
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「文学的な文章を読む際に自分の考えをもつこと」の問題例

【通過率 80.5％】
〈
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例
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国語第６学年・文章を読んで理解したことに基づいて、
自分の考えをもつことができるかを問う問題
この問題を解く上では、以下のような資質・能力が必要となる。
①文章の内容や構造を捉え、精査・解釈しながら理解したことにつ

いて、表現すること。
②文章を読んで理解したことに基づいて自分の考えを形成し、表現

すること。
ここでは、物語全体の魅力をまとめることが必要。

別紙２（問題例）
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「説明的な文章を読む際に自分の考えをもつこと」の問題例

【通過率 40.4％】
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国語第４学年・文章を読んで理解したことに基づいて、
自分の考えをもつことができるかを問う問題
この問題を解く上では、以下のような資質・能力が必要となる。
①文章の内容や構造を捉え、精査・解釈しながら理解したことに

ついて、表現すること。
②文章を読んで理解したことに基づいて自分の考えを形成し、表

現すること。
ここでは、疑問点や更に知りたい点などを見いだすことが必要。
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別紙３（問題例）
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令和４年度 小学校学習指導要領実施状況調査の結果について（社会）

○公民としての資質・能力の基礎の育成に向けて、 社会的事象の見方・考え方を働か
せ、問題解決の見通しをもつ活動や社会的事象の特色や意味を考え説明する活動、
社会への関わり方を選択・判断し、よりよい社会を考えようとする活動などの問題
解決的な学習活動の充実を図る。

○中学校社会科への接続・発展を視野に入れて、内容の枠組みと対象を「地理的環境
と人々の生活」「現代社会の仕組みや働きと人々の生活」「歴史と人々の生活」と
整理し、社会科の特質を踏まえ、内容の改善を図る。

１．平成29年学習指導要領の主な改訂のポイント

○資料から問いを見いだすことは相当数の児童ができているが、問題解決の見通しをもと
うとすることに課題があると考えられる。

○資料から情報を読み取ることは相当数の児童ができているが、社会的事象の特色や意味
を考え説明することや、読み取ったことを基に図や文などにまとめることに課題がある
と考えられる。

○社会に見られる課題を捉え、社会への関わり方を考えようとすることに課題があると考
えられる。

○内容により基礎的な知識及び技能の定着に課題があると考えられるものや具体的な事実
に基づいて社会的事象の特色や意味を理解することに課題があると考えられる。

２．学習指導要領実施状況調査から明らかになった成果と課題

○指導上の改善点
・学習の問題について追究・解決の見通しをもつ活動、複数の情報を関連付けて社
会的事象の特色や意味を考え説明する活動、学習で身に付けた知識を使って自分
で考えた図や文などでまとめる活動を重視する。

・社会に見られる課題を踏まえ学習したことを基に、自分たちにできることなどを
考えたり、社会への関わり方を選択・判断したりする活動を重視する。

・内容に関しては、例えば、地理的環境の学習において基礎的な知識や技能が定着
する指導や、例えば、政治の学習において具体的な事実や意義などを政治の働き
と結び付けて考えるようにする指導の充実を図る。

３．２の成果と課題を踏まえた改善の方向性

４．調査問題例（ペーパーテスト小学校/社会）

「読み取ったことを基に図や文などにまとめること」の問題例
（別紙１参照）

○今回の学習指導要領の改訂に当たり「問題解決的な学習活
動の充実を図ること」を重視して、「知識・技能」の観点
から作成した。

○「知識及び技能の育成」に関連し、「学習したことを図や
文などにまとめること」を問う問題として、

資料を関連付けて、国際交流に取り組む地域の特色を説明
する問題を出題。【通過率 25.9％】

○今回の学習指導要領の改訂に当たり「問題解決的な学習活動の充
実を図ること」を重視して、「思考・判断・表現」の観点から作
成した。

○「思考力、判断力、表現力等の育成」に関連し、「問いを見いだ
すこと」を問う問題として、

作物の種類と生産量に着目して、問いを見いだしていることを問
う問題を出題。【通過率 85.4％】

「資料から問いを見いだすこと」の問題例（別紙１参照）

【速報版】
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【

【通過率 85.4％】

「読み取ったことを基に図や文などにまとめること」の問題例

社会科 第４学年(５)「国際交流に取り組んでいる地域」 B冊子６(２)
資料から読み取ったことを基に、国際交流に取り組む地域の特色を文にま

とめることを問う問題
○資料から読み取ったことを基に、国際交流に取り組む地域の特色を2つの
言葉を使って文でまとめる問題
このような問題から、学習で身に付けた知識を使って自分で考えた図や文な
どでまとめる力（知識及び技能）の育成の状況について測る。

「資料から問いを見いだすこと」の問題例

社会科 第３学年(２)「地域に見られる生産の仕事」 B冊子３(１)
作物の種類と生産量に着目して、問いを見いだしていることを問う問題

○資料（表）から作物の種類と生産量に着目して、見いだした問いについて
選択肢から適切なものを選ぶ問題
・資料である表と子供の言葉を関連付けて作物の種類や数量を読み取り、
追究する視点に着目した問いを見いだす。

このような問題から、社会的事象に着目して、問いを見いだす力（思考力、
判断力、表現力等）の育成の状況について測る。

3

(正解例）国際交流を特色としたまちづくり
をめざしている

別紙１（問題例）

【通過率 25.9％】
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令和４年度 小学校学習指導要領実施状況調査の結果について（算数）

○今回の学習指導要領では、割合に関する内容を充実させた。
○割合に関する内容のうち、第４学年の「簡単な場合についての割

合」については、
①割合を求める問題（知識及び技能）を出題。【通過率 76.1％】
②割合を用いて、量の大小を判断した理由を説明する問題（思考力、
判断力、表現力等）を出題。【通過率 40.7％】

「割合」に関する問題例（別紙２参照）

○数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資
質・能力を育成することとした。

○３つの柱に沿って資質・能力を示した。特に「思考力、判断力、表現力等」
については、内容項目ごとに書き加えた。

○第４学年以降に「変化と関係」領域を新設し、伴って変わる二つの数量の関
係に関する内容を移行し、割合に関する内容を充実させた。また「データの
活用」領域を新設し、統計に関する内容を充実させた。

１．平成29年学習指導要領の主な改訂のポイント

○今回の学習指導要領では、統計に関する内容を充実させた。
○統計に関する内容のうち、第６学年の代表値の問題については、
①最頻値の意味を理解して，それを求める問題（知識及び技能）を
出題。 【通過率 82.3％】
②データの特徴や傾向に着目し、代表値などを用いて問題の結論に
ついて適切に判断できるかを問う問題（思考力、判断力、表現力
等）を出題。【通過率 49.9％】

「統計」に関する問題例（別紙３参照）

○「変化と関係」領域について、伴って変わる二つの数量の関係に着目し、式
に表すことは相当数の児童ができているが、伴って変わる二つの数量の関係
に着目し、統合的・発展的に考察することについては、一定程度の児童がで
きているにとどまっている。

○「変化と関係」領域について、単に割合を求めることは一定程度の児童がで
きているが、割合を用いて比べ方を説明することについては課題があると考
えられる。

○「データの活用」領域について、単に代表値を求めることは相当数の児童が
できているが、代表値などを用いて問題の結論について判断することについ
ては課題があると考えられる。

２．学習指導要領実施状況調査から明らかとなった成果と課題

○指導上の改善点
・ＩＣＴなどを活用して、児童が働かせた数学的な見方・考え方を共有し、
既習内容との共通点を考え、統合的・発展的に考察する学習を重視するこ
とが必要。

・知識及び技能を活用して、理由を説明したり，問題の結論について判断し
たりする学習活動を重視することが必要。

３．２の成果と課題を踏まえた改善の方向性

４．調査問題例（ペーパーテスト小学校/算数）

○今回の学習指導要領では、３つの柱に沿って資質・能力を示した。
特に「思考力、判断力、表現力等」については、内容項目ごとに
書き加えた。

〇「思考力、判断力、表現力等」の内容のうち、第５学年の「伴っ
て変わる二つの数量の関係」については、
①伴って変わる二つの数量の関係に着目し、式に表す問題（思考
力、判断力、表現力等）を出題。【通過率 91.4％】
②伴って変わる二つの数量の関係に着目し、統合的・発展的に考
察する問題（思考力、判断力、表現力等）を出題。
【通過率 64.8%】【通過率 60.8%】

「伴って変わる二つの数量の関係」に関する問題例（別紙１

参照）

【速報版】
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「伴って変わる二つの数量の関係」に関する問題例

【
別紙１（問題例）

【通過率 60.8％】

算数 第５学年 伴って変わる二つの数量の関係に関して、数学的な見方・考え方を働かせ、統合的・発展的に考察することに関する問題
○マッチ棒でつくった正方形や長方形を横に並べていったときの、正方形や長方形の数に対するマッチ棒の数を式に表す問題（思考力、判断力、表現力等）
このような問題から、数学的な見方・考え方を働かせ、統合的・発展的に考察する能力の育成の状況について測る。
・伴って変わる二つの数量の関係に着目して、場面を基に考察して式に表すことが必要。変化している数量について統合的・発展的に捉え考察し、○や△などを用いて式に表すこ

とが必要。似た場面について、変わっていることに着目して、統合的・発展的に考察し式に表すことが必要。

１＋３×５

１＋３×○

１＋５×○
【通過率 91.4％】

【通過率 64.8％】
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「割合」に関する問題例

別紙２（問題例）

【通過率 76.1％】

【通過率 40.7％】

以下の番号を選んでいる反応率
番号１ 61.6％
番号２ 22.9％
番号３ 5.1％

１

３

２

Ａは３倍伸びるから360㎝になり、
Ｂは２倍伸びるから240㎝になるので
Ａの方が長い。

算数 第４学年 簡単な場合について割合に関する問題
①ゴムひもの伸びる前と後の長さの関係を捉え、ゴムの伸びる割合を求める問題（知識及び技能）
②２種類のゴムひもの伸びる前と後の長さの関係を捉え、伸びる前の長さに応じた伸びた後の長さの大小を判断した理由を説明する問題（思考力・判断力・表現力等）
このような問題から，割合についての資質・能力（知識及び技能，思考力・判断力・表現力等）の育成の状況について測る。
・二つの数量の関係を捉え、一方の量がもう一方の量の何倍なのかを求めることが必要。二つの数量の関係を捉え求めた割合をもとに，量の大小を判断した理由を説明することが必要。
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「統計」に関する問題例

【通過率 49.9％】

別紙３（問題例）

【通過率 82.3％】

49.9%
19.1%

6.9%
24.1%

12

１

算数 第６学年 代表値に関する問題
①最頻値の意味を理解し、それを求める問題（知識及び技能）
②データの特徴や傾向に着目し、代表値などを用いて問題の結論について適切に判断できるかを問う問題（思考力、判断力、表現力等）
このような問題から、統計についての資質・能力（知識及び技能，思考力・判断力・表現力等）の育成の状況を測る。
・最頻値の意味や求め方を理解していることが必要。さらに、中央値の意味や求め方を理解して、データの特徴や傾向に着目し、適切な代表値を用いて判断することが必要。
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「差異点や共通点が明らかな状況において、問題を見いだし、
その問題を選択すること」の問題例（別紙１参照）

〇今回の学習指導要領の改訂に当たり、「問題解決の活動を充実」させた。
〇「問題解決の力の育成」に関連し、動物の発生や成長について、差異点

や共通点が明らかな状況において、問題を見いだし、その問題を選択す
ることについて問う問題を出題。第５学年【通過率 87.9％】

「得られた結果から、より妥当な考えをつくりだし、その考え
を選択すること」の問題例（別紙２参照）

〇今回の学習指導要領の改訂に当たり、「問題解決の活動を充実」させた。
〇「問題解決の力の育成」に関連し、燃焼の仕組みについて、得られた結

果から、より妥当な考えをつくりだし、その考えを選択することについ
て問う問題を出題。第６学年【通過率 83.2％】

令和４年度 小学校学習指導要領実施状況調査の結果について（理科）

「差異点や共通点が明らかな状況において、問題を見いだし、
その問題を表現すること」の問題例（別紙３参照）

〇今回の学習指導要領の改訂に当たり、「問題解決の活動を充実」させた。
〇「問題解決の力の育成」に関連し、電流の働きについて、差異点や共通

点が明らかな状況において、問題を見いだし、その問題を表現すること
について問う問題（各学年共通問題）を出題。
第３学年【通過率 30.0％】第４学年【通過率 44.2％】
第５学年【通過率 44.2％】第６学年【通過率 49.8％】

「習得した知識を日常生活との関わりの中で捉え直すこと」の
問題例（別紙４参照）

〇今回の学習指導要領の改訂に当たり、「日常生活や社会との関連を重
視」した。

〇「知識及び技能の習得」に関連し、電流の働きについて、習得した知識
を日常生活との関わりの中で捉え直すことについて問う問題を出題。
第４学年【通過率 41.3％】

〇理科で育成を目指す資質・能力を育む観点から、自然に親しみ、見通しを
もって観察、実験などを行い、その結果を基に考察し、結論を導きだすな
どの問題解決の活動を充実

〇理科を学ぶことの意義や有用性の実感及び理科への関心を高める観点から
日常生活や社会との関連を重視

１．平成29年学習指導要領の改訂のポイント

○指導上の改善点
・問題解決の過程を通じた学習活動を重視し、個々の児童が問題を科学的
に解決できるよう、指導の充実を図る。

・学習したことを自然の事物・現象や日常生活に当てはめ、理解を深めた
り、役立っていることを捉えたりする活動を重視し、理科を学ぶことの
意義や有用性を感じられるよう、指導の充実を図る。

３．２の成果と課題を踏まえた改善の方向性

４．調査問題例（ペーパーテスト調査小学校/理科）

〇差異点や共通点が明らかな状況において、問題を見いだし、その問題を選
択することや得られた結果から、より妥当な考えをつくりだし、その考え
を選択することについては、相当数の児童ができている設問がある。

〇差異点や共通点が明らかな状況において、問題を見いだし、その問題を表
現することについては、課題があると考えられるが、学年が上がるにつれ
て通過率が上がる傾向にある。また、複数の要因についてその影響を調べ
る状況において、条件を制御しながら解決の方法を発想し、その解決の方
法を選択すること、習得した知識を日常生活との関わりの中で捉え直すこ
とについては、課題があると考えられる。

２．学習指導要領実施状況調査から明らかとなった成果と課題

１．平成29年学習指導要領の主な改訂のポイント

【速報版】
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「差異点や共通点が明らかな状況において、問題を見いだし、その問題を選択すること」の問題例

別紙１（問題例）

【通過率 87.9％】 ２

理科 第５学年 動物の発生や成長について、差異点や共通点が明らかな状況において、問題を見いだし、その問題を選択することについて問う問題
○メダカの卵や胎児の様子に着目して、それらを時間の経過で比較することで捉えた差異点や共通点を基に、問題を見いだすことを問う問題
この問題から、問題解決の力（思考力、判断力、表現力等）の育成の状況についてみる。
・問題を見いだすには、自然の事物・現象を比較し、差異点や共通点を明らかにし、それらを捉えることが必要。
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別紙２（問題例）

「得られた結果から、より妥当な考えをつくりだし、その考えを選択すること」の問題例

理科 第６学年 燃焼の仕組みについて、得られた結果から、より妥当な考えをつくりだし、その考えを選択することについて問う問題
○物が燃えるときの空気の変化に着目して、物が燃える前と物が燃えた後での空気の性質について、得られた結果から、より妥当な考えをつくりだすことを問う問題
この問題から、問題解決の力（思考力、判断力、表現力等）の育成の状況についてみる。
・より妥当な考えをつくりだすためには、自然の事物・現象を多面的に考え、複数の観察、実験などから得られた結果を基に考察することが必要。

３【通過率 83.2％】
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第３学年【通過率 30.0％】
第４学年【通過率 44.2％】
第５学年【通過率 44.2％】
第６学年【通過率 49.8％】

別紙３（問題例）

「差異点や共通点が明らかな状況において、問題を見いだし、その問題を表現すること」の問題例

理科 第３・４・５・６学年 電流の働きについて、差異点や共通点が明らかな状況において、問題を見いだし、その問題を表現することについて問う問題
○乾電池につないだ物の様子に着目して、つなぎ方と豆電球の明るさとを比較することで捉えられた差異点や共通点を基に、問題を見いだし、表現することを問う問題
（第３学年から第６学年まで共通で出題）
この問題から、問題解決の力（思考力、判断力、表現力等）の育成の状況についてみる。
・問題を見いだし、表現するには、自然の事物・現象を比較し、その差異点や共通点を明らかにし、それらを捉え、見いだした問題について意見交換や議論したり、ノートやICT端末に
記録したりすることが必要。

正答例
・豆電球の数によって、豆電球の明るさはどのように変わるのだろうか。
・豆電球をより明るくするには、どのようなつなぎ方にすればよいのだろうか。
・何度やっても正子さんのつなぎ方は、豆電球が明るくなるのだろうか。
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別紙４（問題例）

「習得した知識を日常生活との関わりの中で捉え直すこと」の問題例

理科 第４学年 電流の働きについて、習得した知識を日常生活との関わりの中で捉え直すことについて問う問題
○乾電池のつなぎ方を変えると電流の大きさが変わることについて、日常生活との関わりの中で捉え直すことを問う問題
この問題から、知識の習得の状況についてみる。
・習得した知識を日常生活との関わりの中で捉え直すには、自然の事物・現象についてのイメージや素朴な概念などを、既習の内容や生活経験、観察、実験
などの結果から導きだした結論と意味付けたり、関係付けたりして、より妥当性の高いものに更新していくことが必要。

正答例

直列つなぎ
【通過率 41.3％】
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令和４年度 小学校学習指導要領実施状況調査の結果について（音楽）

○主に「思考力、判断力、表現力等」の育成に関連し、
・つくった４小節のリズムの特徴について、「伴奏のリズム」「変

化」「くり返し」の言葉を１つ以上使って説明する問題を出題。
【通過率 87.1％】

つくったリズムの特徴について言葉で表す問題例
（別紙１参照）

○音や音楽及び言葉によるコミュニケーションを図る言語活動の充実
○我が国や郷土の音楽のよさなどを味わえるようにする学習の充実

１．平成29年学習指導要領の主な改訂のポイント

第６学年 歌唱共通教材「こいのぼり」
○主に「思考力、判断力、表現力等」の育成に関連し、
・他者の考えた表現の工夫について、その根拠を音楽を聴いたり楽

譜を見たりして、旋律の特徴や曲全体の構造と関わらせて考え言
葉で表す問題を出題。

【通過率 46.3％】

音楽を聴いたり楽譜を見たりして、音楽表現の工夫につ
いての根拠を考え言葉で表す問題例（別紙３参照）

○音楽を聴いたり楽譜を見たりして旋律やリズムなどの特徴を捉えること、
つくったリズムの特徴や、我が国や郷土の音楽（曲や演奏）のよさなどを
言葉で表すことについては、相当数の児童ができている。

○音楽を聴いたり楽譜を見たりして、音楽表現の工夫についての根拠を曲全
体の構造と関わらせて考え言葉で適切に表すこと、音楽を形づくっている
要素を聴き取り楽譜と結び付けることなどについては、課題があると考え
られる。

２．学習指導要領実施状況調査から明らかとなった成果と課題

〇指導上の改善点
・曲全体を捉えて、音楽表現を工夫したり曲や演奏のよさなどを味わって
聴いたりするために、音楽を形づくっている要素を聴き取り、感じ取っ
たことと関わらせて考え言葉で表したり、楽譜と結び付けて音符や記号、
用語を理解したりする指導を一層充実する。

・音楽を形づくっている要素を思考・判断のよりどころとした学習活動を
通して、実感を伴って「知識」を習得したり、必要性を感じながら「技
能」を習得したりできるような指導の充実を図る。

・生活や社会の中の音や音楽との関わりを深めるために、教科等横断的な
視点を含め、音楽科の特性を生かしたカリキュラムの充実を図る。

３．２の成果と課題を踏まえた改善の方向性

４．調査問題例（ペーパーテスト小学校/音楽）

○主に「思考力、判断力、表現力等」の育成に関連し、
・民謡「ソーラン節」を聴き、曲や演奏のよさについて考え言葉で表

す問題を出題。
【通過率 80.3％】

民謡の曲や演奏のよさについて言葉で表す問題例
（別紙２参照）

【速報版】
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【
別紙１（問題例）

つくったリズムの特徴について言葉で表す問題例
音楽 第６学年 音楽づくり

・６Ａ２（音源を用いた問題） 参考：導入部分と(2)

18



【
別紙１続き（問題例）

【通過率 87.1％】

(3)の正答例（(2)でつくったリズム：８・４・３・５）
伴奏のリズムとは全ての小節でリズムが変わるようにして、前半ははずむ
ように、後半は伸ばすように変化させた。「８」と「４」では「ドッコ」
というリズムをくり返した。

つくったリズムの特徴について言葉で表す問題例（続き）
音楽 第６学年 音楽づくり

音楽科 第６学年 Ａ表現(3)音楽づくりア(ｱ) 即興的に表現すること
を通して，音楽づくりの様々な発想を得ることについて問う問題

○Ａ２(3) つくった４小節のリズムの特徴について、「伴奏のリズム」「変化」
「くり返し」の言葉を１つ以上使って説明する問題

このような問題から、音楽づくりの活動を通した思考力、判断力、表現力等の育成
の状況について測る。
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【通過率 80.3％】

別紙２（問題例）

(4)の正答例
「は～どっこい」という合いの手にいきおいがあって、歌声も明るく、と
ても明るい気持ちになるし、おうえんしているかんじがするから。

民謡の曲や演奏のよさについて言葉で表す問題例
音楽 第６学年 鑑賞

音楽科 第６学年 Ｂ鑑賞(1)ア 鑑賞についての知識を得たり生かした
りしながら，曲や演奏のよさなどを見いだし，曲全体を味わって聴くこ
とについて問う問題

○音源を用いて民謡「ソーラン節」を聴き、曲や演奏のよさについて考え言葉で表
す問題

このような問題から、鑑賞の活動を通した思考力、判断力、表現力等の育成の状況
について測る。
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音楽を聴いたり楽譜を見たりして、音楽表現の工夫についての根拠を考え言葉で表す問題例
音楽 第６学年 歌唱

【
別紙３（問題例）

【通過率 46.3％】

(3)の正答例
３段目の後半から、だんだん音が高くなり、４段目のはじめの音
が、この曲の中で一番高い音になっているから。

音楽科 第６学年 Ａ表現(1) ア 歌唱表現についての知識や技能を得
たり生かしたりしながら，曲の特徴にふさわしい表現を工夫し，どのよ
うに歌うかについて思いや意図をもつことについて問う問題
○他者の考えた表現の工夫について、その根拠を音楽を聴いたり楽譜を見たりして、
旋律の特徴や曲全体の構造と関わらせて考え言葉で表す問題

このような問題から、歌唱の活動を通した思考力、判断力、表現力等の育成の状況
について測る。
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令和４年度 小学校学習指導要領実施状況調査の結果について（図画工作）

○「思考力、判断力、表現力等の育成」に関連し、コンパスの働き
を基に想像したことから、生き物について発想や構想をする問題
を出題。 【通過率 88.7％】

「想像したことから表したいことを見付けること」の問題例
（別紙１、２参照）

○生活や社会の中の形や色などと豊かに関わる資質・能力の育成を一層重視
・「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導内容の明確化
・第５、６学年で、鑑賞の対象に「生活の中の造形」を位置付ける
・表現や鑑賞の活動で共通に必要となる資質・能力〔共通事項〕の改善

１．平成29年学習指導要領の主な改訂のポイント

【

○「思考力、判断力、表現力等の育成」に関連し、『昌平橋聖堂神
田川』を鑑賞して、雨がやみそうだと感じた理由を雨、雲、空以
外の形、色、動きを基に説明する問題を出題。

【通過率 53.3％】

「我が国の親しみのある美術作品の表現の意図や特徴につ
いて感じ取ったり考えたりし、自分の見方や感じ方を深め
ること」の問題例（別紙４参照）

○想像したことから表したいことを見付けることは相当数の児童ができている。
○生活の中の造形の造形的なよさや美しさについて感じ取ったり考えたりし、自
分の見方や感じ方を深めることは相当数の児童ができている。

○我が国や諸外国の親しみのある美術作品、生活の中の造形の表現の意図や特徴
について感じ取ったり考えたりし、自分の見方や感じ方を深めることに課題が
あると考えられる。

○表現方法に応じて材料や用具を活用すること、形や色などの造形的な特徴であ
る、動き、奥行きを理解することに課題があると考えられる。

２．学習指導要領実施状況調査から明らかとなった成果と課題

○指導上の改善点
・児童が実際に見たり、触ったりするなどして、様々な感覚を働かせることが
できる活動を設定するとともに、材料や用具の効果や可能性に気付き、思い
に合わせて工夫して表す過程を重視した指導を行う。

・児童が自分のイメージをもちながら、発想や構想をすることを楽しめるよう
題材の設定を工夫するとともに、比べて見る、対象を自分で選ぶなど、発達
の段階や特性を踏まえた多様な鑑賞の活動を経験できるようにする。

・児童がよりよい未来や生活への夢や願いをもったり想像したりすることを大
切にし、感性を働かせ、つくりだす喜びを味わえるようにする。

３．２の成果と課題を踏まえた改善の方向性

４．調査問題例（ペーパーテスト、実技小学校/図画工作）

○「思考力、判断力、表現力等の育成」に関連し、自分が選んだカ
レンダーの絵から感じ取ったことを、絵に表された対象の形や色
などを基に説明する問題を出題。 【通過率 81.4％】

「生活の中の造形の造形的なよさや美しさについて感じ
取ったり考えたりし、自分の見方や感じ方を深めること」
の問題例（別紙３参照）

○「技能の習得」に関連し、カッターナイフを活用し、表したいこ
とに合わせて切り抜いたり切り起こしたりして工夫して立体に表
す問題を出題。 【通過率 68.3％】

「表現方法に応じて材料や用具を活用すること」の問題例
（別紙５参照）

【速報版】

22



・
・

「想像したことから表したいことを見付けること」の問題例 【

※問題画像を貼付

別紙１（問題例）

図画工作 第６学年 コンパスの働きを基に想像したことから、生き物について発想や構想をする問題
この問題から、「思考力、判断力、表現力等（発想や構想）」が育成されている状況について調査した。
○配付されたコンパスを実際に動かして、コンパスの働きを確かめながら想像したことから表したいことを見付け、主題をどのように表すかについて考えることができる。

23



・
・

「想像したことから表したいことを見付けること」の問題例 【

※問題画像を貼付

別紙２（問題例）

条件② 正答例
コンパスの働き（円をかく、線をかく、

長さを測り取る、閉じたり開いたりする、
回る、針を刺す、穴をあける）を基に想
像し、生き物の発想や構想をしているこ
とが絵から分かる。

条件②【通過率 88.7％】
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・
・

「生活の中の造形の造形的なよさや美しさについて感じ取ったり考えたりし、自分の見方や感じ方を深めること」の問題例 【

※問題画像を貼付

別紙３（問題例）

図画工作 第６学年 自分が選んだカレンダーの絵から感じ取ったことを、絵に表された対象の形や色などを基に説明する問題
この問題から、「思考力、判断力、表現力等（鑑賞）」が育成されている状況について調査した。
○自分たちの教室で使ってみたいカレンダーを選び、見る人のことを考えながら全体の印象について感じ取るとともに、そう思った理由について絵に表された対象の形、色、形や色の組み合
わせなどを根拠に考えることができる。

②正答例
Ａ楽しい感じ：大きさの違うチョウがかかれていて、空を

舞っているようだから など
B ゆったりとした感じ：タンポポがだんだん小さくかかれて
いて奥に広がりを感じるから など

C にぎやかな感じ：風船や汽車が鮮やかな色でかかれている
から など

②【通過率 81.4％】
25



・
・

「我が国の親しみのある美術作品の、表現の意図や特徴について感じ取ったり考えたりし、自分の見方や感じ方を
深めること」の問題例

【別紙4（問題例）

図画工作 第６学年 『昌平橋聖堂神田川』を鑑賞して、雨がやみそうだと感じた理由を雨、雲、空以外の形、色、動きを基に説明する問題
この問題から、「思考力、判断力、表現力等（鑑賞）」が育成されている状況について調査した。
○２枚の絵を比べたり、じっくり見たりして、次郎さんが雨が止みそうに感じた理由について絵の中から着目する対象を自分で選び、その形や色、動きなどを根拠に考えることができる。

②【通過率 53.3％】

②正答例 ・山：明るい緑色で、日の光が当たっているようだから。
・鳥：連なって森から飛び立っているようだから。
・木：緑がはっきりと見えているから。
・人：姿勢がまっすぐでゆっくり歩いているように見えるから。
など 26



・
・

「表現方法に応じて材料や用具を活用すること」の問題例 【別紙５（問題例）

図画工作 第６学年 カッターナイフを活用し、表したいことに合わせて切り抜いたり切り起こしたりして工夫してタワーに表す問題
この問題から、「技能」が習得されている状況について調査した。※実技調査においては、調査の設計上、調査対象数（学校数・児童数）が限定されている
○紙を材料に使って自分が表したいと思ったタワーを立体に表す際、表したいことに合わせて適切な用具を選び、効果や可能性を確かめ、生かして使うことができる。

条件②【通過率 68.3％】
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令和４年度 小学校学習指導要領実施状況調査の結果について（家庭）

○学習指導要領における指定題材である青菜とじゃがいもについて、
適切にゆでる方法を理解しているかを確認するための問題を出題。

＜ほうれんそうのゆで方＞
①ふさわしいゆで方の選択／その理由の説明

【通過率 選択：70.2％ 説明：28.3％】
②ゆでた後の冷まし方の選択／その理由の説明

【通過率 選択：54.0％ 説明：12.0％】
＜じゃがいものゆで方＞
③ふさわしいゆで方の選択／その理由の説明

【通過率 選択：60.0％ 説明：17.7％】
④ゆでた後の冷まし方の選択／その理由の説明

【通過率 選択：55.7％ 説明：12.8％】

「日常生活に必要な『知識及び技能』の習得」の問題例
（別紙２参照）

○日常生活に必要な基礎的・基本的な知識及び技能の確実な定着を図るため
の内容を充実

○知識及び技能を活用しながら、家族や家庭、衣食住、消費や環境など身近
な生活の課題を解決するための内容を充実

○生活の中から問題を見いだし、課題を設定し、解決方法を検討し、計画、
実践、評価・改善するという一連の学習過程を重視

１．平成29年学習指導要領の主な改訂のポイント

○生活の中から見いだした問題に対して、解決すべき課題を設定す
る力が育成されているかを確認するための問題を出題。

環境に配慮した生活を営むために、物の使い方や捨て方などの問
題（生活の中にある「もったいないこと」）に対して、ふさわし
い課題を選択する。 【通過率 84.0％】

「身近な生活の課題を解決するために必要な『思考力、
判断力、表現力等』の育成」の問題例（別紙１参照）

○身近な生活の課題を解決するために必要な「思考力、判断力、表現力等」
の育成については、具体的な生活場面をイメージして解答する出題に対し
て、日常生活を見つめ、物の使い方などの問題を見いだし、解決すべき課
題を設定することについては、相当数の児童ができている。

○日常生活に必要な「知識及び技能」の習得については、材料に適したゆで
方等に関する事実的な知識の習得に加え、学習内容の本質を深く理解する
ための概念としての習得にも課題があると考えられる。

２．学習指導要領実施状況調査から明らかとなった成果と課題

○指導上の改善点
・日常生活に必要な知識及び技能の確実な習得のために、実践的・体験的
な活動を通して、生活事象の根拠などについて実感を伴った理解を深め
られるよう、指導の工夫を図る必要がある。

・既習の知識及び技能や生活経験を基に具体的な生活場面をイメージする
中で、解決すべき課題を設定できるよう指導を工夫し、引き続き問題解
決的な学習の充実を図る必要がある。

３．２の成果と課題を踏まえた改善の方向性

４．調査問題例（ペーパーテスト小学校/家庭）

【速報版】
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「身近な生活の課題を解決するために必要な『思考力、判断力、表現力等』等の育成」の問題例

【

【通過率 84.0％】

別紙１（問題例）

家庭 第５学年及び第６学年 内容Ｃ(2)イ 環境に配慮した生活について物の使い方などを考え、工夫することについて問う問題
○生活の中から見いだした問題に対して、解決すべき課題を設定する力が育成されているかを確認するための問題
・出題文中にある「生活の中にある『もったいないこと』」（日常生活の中から見いだした問題）に対して、取り組むべきふさわしい課題を選択できたかどうかを確認するための
出題とした。

【正答】

３
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・「日常生活に必要な『知識及び技能』の習得」の問題例

【

①選択【通過率 70.2％】 説明【通過率 28.3％】
②選択【通過率 54.0％】 説明【通過率 12.0％】
③選択【通過率 60.0％】 説明【通過率 17.7％】
④選択【通過率 55.7％】 説明【通過率 12.8％】

別紙２（問題例）

家庭 第５学年及び第６学年 内容Ｂ(2)ア(ｴ) 材料に適したゆで方、いため方を理解し、適切にできることについて問う問題
○学習指導要領における指定題材である青菜とじゃがいもについて、適切にゆでる方法を理解しているかを確認するための問題
・学習指導要領では、ゆでる調理における理解を促すために青菜とじゃがいもを指定題材としていることから、ほうれんそうとじゃがいものふさわしいゆで方（ゆでる手順のうち、
ゆで方、冷まし方を取り上げた）を確認するための出題とした。

・①～④の選択（事実的な知識）に正答した場合であっても、選んだ理由を正しく記述できていない児童が多かった。その理由を適切に説明できるようにすることが、個別の事実的な
知識を概念として習得するために重要であり、他の材料の「ゆで方」「冷まし方」の理解につながると考えられる。

①選択 ①説明

②選択

③選択

④選択

③説明

②説明

④説明

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｄ

ふっとうした湯でゆでた方
が色がきれいだから

水につけた方が速く冷ます
ことができるから

ふっとうした湯でゆでると
表面だけ速く加熱されてし
まうから

水につけると水っぽくなっ
てしまうから

【正答】 【正答例】
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令和４年度 小学校学習指導要領実施状況調査の結果について（体育科(運動領域)）

○今回の学習指導要領改訂により、「共生」の視点が新たに示さ
れた。

○「学びに向かう力、人間性等」に関連し、共生の理解を問う問
題を出題。 【通過率 90.6％】

※本調査は、「学びに向かう力、人間性等」に関する理解度を把握するものであること
に留意が必要である。

「互いの動きや考えのよさを認め合うこと」の問題例（別紙１参照）○「知識及び技能」として、知識を技能と関連付けて示す。
○「思考力、判断力、表現力等」として、表現力を新たに示す。
○「学びに向かう力、人間性等」として、従前に引き続き内容を示すと
ともに、共生の視点を新たに示す。

１．平成29年学習指導要領の主な改訂のポイント

○互いの動きや考えのよさを認め合うことのように運動やスポーツの価
値である、公正、協力、責任、参画、共生、健康・安全等に関する態
度の理解については、相当数の児童ができている。

○体ほぐしの運動の目的の理解や、クロールにおける自己の能力に適し
た課題の解決の仕方を工夫することに関する思考力、判断力について
は課題があると考えられる。

２．学習指導要領実施状況調査から明らかとなった成果と課題

○指導上の改善点
・体ほぐしの運動の目的や必要性について、教師が理解し、授業にお
いて丁寧に言葉で児童に説明したり、活動を通して理解できるよう
にしたり、活動後に価値付けたりするなどして、その意味を児童が
理解できるようにする。

・クロールの呼吸の仕方に関する課題に応じた様々な練習方法につい
て、教師が理解し、授業において適切に児童に提示することが求め
られる。

３．２の成果と課題を踏まえた改善の方向性

４．調査問題例（ペーパーテスト小学校/体育科（運動領域））

「体ほぐしの運動の目的を理解すること」の問題例（別紙２参照）

〇前回調査では、体ほぐしの運動の目的の理解に課題があると考
えられた。

○「知識及び運動」に関連し、体ほぐしの運動の目的を理解する
ことを問う問題を出題。 【通過率 37.0％】

「クロールの自己の能力に適した課題の解決の仕方を工夫する
こと」の問題例（別紙２参照）

○前回調査では、クロールの自己の能力に適した課題の解決の仕
方の思考・判断に課題があると考えられた。

○「思考力、判断力、表現力等」に関連し、課題の解決の仕方を
工夫することの理解を問う問題を出題。 【通過率 38.5％】

【速報版】
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「互いの動きや考えのよさを認め合うこと」の問題例

【通過率 90.6％】

体育科 第６学年 （３）互いの動きや考えのよさを認め合うことの理解を問
う問題
この問題から、運動やスポーツの価値の一つである共生に関する「学びに向かう力、人間
性等」の理解度を測る。
○互いの動きや考えのよさを認め合うことの大切さを理解していることが必要。

３

別紙１（問題例）
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「体ほぐしの運動の目的を理解すること」の問題例

別紙２（問題例）

【通過率 37.0％】４

「クロールの自己の能力に適した課題の解決の仕方を工夫する
こと」の問題例

【通過率 38.5％】

体育科 第６学年 （２）クロールの自己の能力に適した課題の解決の仕方を工
夫することを問う問題
この問題から、自己の能力に適した課題の解決の仕方を工夫する「思考力、判断力、表現力
等」の思考力、判断力の育成の状況を測る。
○課題の解決のために、自己の課題に応じた練習の仕方を理解していることが必要。

体育科 第６学年 （１）体ほぐしの運動の目的の理解を問う問題
この問題から、体ほぐしの運動の目的の一つである、仲間のよさを認め合ったり、関わり
合ったりすることに関する「知識及び運動」の知識の習得の状況を測る。
○体ほぐしの運動の目的を理解していることが必要。

３
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○「地域の様々な保健活動」を行っている場所を記述する
問題を出題。 【通過率 40.８％】

○「心と体の密接な関係」について、心と体の影響の具体
例を選択する問題を出題。

「体から心への影響」の具体例を選択する問題 (体調がよ
いと「やる気が出る」を選択した児童)【通過率59.4％】

「心から体への影響」の具体例を選択する問題(不安がある
と「おなかが痛くなる」を選択した児童)

【通過率 39.1％】

「日常生活において捉えにくい内容」に関する問題例
（別紙３参照）

令和４年度 小学校学習指導要領実施状況調査の結果について（保健）

○健康によい環境を整えることについての説明から、正し
い説明を選択する問題を出題。【通過率 93.９％】

○「自転車転倒事故の発生原因となった、人の行動とまわ
りの環境」を選択する問題を出題。

人の行動 【通過率 93.1％】
まわりの環境【通過率 90.7％】

「健康・安全に関する基礎的な内容」に関する問題例
（別紙１参照）

○生涯にわたって健康を保持増進する資質・能力を育成することができるよ
う、「知識及び技能」、「思考力、判断力、表現力等」、「学びに向かう
力、人間性等」に対応した目標、内容に改善する。

○自己の健康の保持増進や回復等に関する内容を明確化し、「技能」に関連
して心の健康、けがの防止の内容の改善を図るとともに、運動領域との一
層の関連を図った内容等について改善する。

１．平成29年学習指導要領の主な改訂のポイント

「健康の原則や概念と具体的な生活・行動とを結び付けて
思考・判断し、表現する力の育成」に関する問題例

（別紙４参照）

〇「知識及び技能」の習得の観点から、身近な生活における健康・安全に関
する基礎的な内容については、相当数の児童ができているが、日常生活に
おいて捉えにくい内容については、課題があると考えられる設問がある。

〇「思考力、判断力、表現力等」の育成の観点から、保健の授業で学んだ内
容を分類・選択することについては相当数の児童ができている設問がある
一方、健康の原則や概念と具体的な生活・行動とを結び付けて考えること
については、課題があると考えられる設問がある。

２．学習指導要領実施状況調査から明らかとなった成果と課題

〇指導上の改善点
・健康・安全に関する基礎的な内容を踏まえ、日常生活において捉えにく
い内容について、より理解を深めることができるような指導を重視

・生活経験や学習を通して持っている知識と、保健の授業で新たに学んだ
ことを比較したり、関連付けたりすることができるような指導を重視

・身近な健康情報から課題を発見し、解決する方法を選択したり、その理
由を説明したりすることができるような指導を重視

３．２の成果と課題を踏まえた改善の方向性

４．調査問題例（ペーパーテスト小学校/保健）

「授業で学んだ内容を分類・選択すること」に関する問題例
（別紙２参照）

【速報版】
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「健康・安全に関する基礎的な内容 」に関する問題例

【通過率 93.9％】

別紙１（問題例）

体育科（保健領域） 第３学年（１）健康な生活
毎日を健康に生活するために大切なことを整理する問題のうち、室内環境の換気について問う問題

このような問題から、健康を保持増進するために生活環境を整えることについて、定期的に換気することの必要性に関する知識の習得状況を測る。

３
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体育科（保健領域） 第５学年（２）けがの防止
自転車転倒事故の発生の原因を問う問題
交通事故を予防するための原則や概念について習得した知識を活用し、交通事故の事例から具体的な事故の発生の原因となったことを

「人の行動」と「まわりの環境」に分類・選択する問題
このような問題から、危険の予測や回避の方法に関する「思考力、判断力、表現力等」の育成状況を測る。

人の行動 【通過率 93.1％】
まわりの環境【通過率 90.7％】

別紙２（問題例）「授業で学んだ内容を分類・選択すること」に関する問題例

１ ３
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体育科（保健領域） 第６学年（３）病気の予防

「地域の様々な活動」が行われている場所を問う問題

地域における保健に関わる様々な活動を示し、それらの活動が行われてい
る場所を記述する問題
このような問題から、地域で行われている保健に関わる様々な活動につい
て「知識」の習得状況を測る。

【通過率 40.8％】

別紙３（問題例）

保健所、保健センター

「日常生活において捉えにくい内容」に関する問題例

ひろしさんが病気の予防について教科書で調べていると、
地域では人々の健康を守るために、次のような活動を行っ
ていることを見つけました。

【正答例】
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体育科（保健領域） 第５学年（１）心の健康

「心と体の密接な関係」について、「体から心への影響」
と「心から体への影響」を問う問題

心と体の密接な関係に関する原則や概念について習得した知識を基に、
「体から心への影響」の具体例、「心から体への影響」の具体例を選択す
る問題
このような問題から、心と体の関係に関する原則や概念と具体的な影響の
関連について「思考力、判断力、表現力等」の育成状況を測る。

ア【通過率 59.4％】

イ【通過率 39.1％】

別紙４（問題例）

１ ４

「健康の原則や概念と具体的な生活・行動とを結び付けて思考・判断し、表現する力の育成」に関する問題例
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○中学年に外国語活動、高学年に外国語科を導入。小・中・高等学校で一貫
した学びを重視し、高学年で五領域の英語の目標を設定し、音声中心の指
導を行い、コミュニケーションを図る基礎となる資質・能力を育成。

令和４年度 小学校学習指導要領実施状況調査の結果について（外国語）

「日常生活に関する身近で簡単な事柄について短い話を聞いて概要
を捉えること」の問題例（別紙１参照）

１．平成29年学習指導要領の主な改訂のポイント

○｢聞くこと｣｢読むこと｣｢話すこと｣｢書くこと｣において、いずれも相当数の
児童ができている設問が多く見られる。

○｢聞くこと｣において、日常生活に関する身近で簡単な事柄について短い話
を聞いて概要を捉えることや、｢読むこと｣において、メモやパンフレット
を読んで概要を捉えたり必要な情報を得たりすること、｢書くこと｣におい
て、音声で十分に慣れ親しんだ語句を自分の気持ちに合わせて語群から選
んだり、例文を参考にしたりして書くことは、相当数の児童ができている。
なお、文を書き写すことに課題がある児童は、外国語の他の技能でも困難
さを抱える場合が多い。

〇｢話すこと[やり取り]｣において、簡単な語句や基本的な表現を用いてその
場で質問したり質問に答えたりして伝え合うことは、相当数の児童ができ
ている。一方で、｢話すこと[発表]｣において、伝えようとする内容を整理
した上で話すことについては、通過率が他の問題より低い。

２．学習指導要領実施状況調査から明らかとなった成果と課題

○指導上の改善点
・平成29年改訂のポイントを踏まえつつ、全ての領域においてコミュニケー
ションを行う目的や場面、状況等を意識した言語活動を通した指導を重視。

・｢話すこと［発表］｣で、伝えようとする内容を整理した上で話すことの
継続的な指導の充実。

・「書くこと」で、表記ルールに留意し、系統的・継続的な指導をより重視。

３．２の成果と課題を踏まえた改善の方向性

４．調査問題例（ペーパーテスト小学校/外国語）

「音声で十分に慣れ親しんだ語句を自分の気持ちに合わせて語群か
ら選ぶなどして書くこと」 「例文を参考に相手に伝わるように自分
を紹介する文を書くこと」の問題例（別紙３参照）

○会話を聞いて、目的を達成するために足りない情報が何かを問う問題を出題
【通過率 89.1％】

〇おすすめの国について書かれたパンフレットを読み、内容に合うイラストを
選ぶ問題を出題 【通過率 86.6％】

○自分のことを相手に知ってもらうために、例文を参考にしながら、相手に伝
わるように自分を紹介する文を書く問題を出題 【通過率 79.5％】

○好きなものなどについて尋ねられたことに答える問題を出題【通過率 94.4％】
○相手のことをよく知るために質問する問題を出題【通過率 85.6％】

○自分のことを相手に知ってもらうために、小学校生活の思い出について自分の考え
や気持ちなどを含めて話す問題を出題
【(知識・技能)通過率 62.2％】【(思考・判断・表現)通過率 62.5％】

「自分や相手のことについて、簡単な語句や基本的な表現を用いて
その場で質問したり質問に答えたりして伝え合うこと」の問題例
（別紙４参照）

「自分のことについて、伝えようとする内容を整理した上で簡単な
語句や基本的な表現を用いて話すこと」の問題例（別紙５参照）

「メモやパンフレットを読んで概要を捉えたり必要な情報を得たり
すること」の問題例（別紙２参照）

〇I likeに続けて自分の好きなものやことを語群から選ぶなどして書く問題を出題
【通過率 99.0％】

【実技調査（話すこと）】

【速報版】
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「日常生活に関する身近で簡単な事柄について短い話を聞いて概要を捉えること」の問題例

【
別紙１（問題例）

【通過率 89.1％】

外国語 第６学年「聞くこと」 大問４
○会話を聞いて、目的を達成するために足りない情報が何かを問う問題
・簡単な語句や基本的な表現で話される短い会話を、メモを参考にしながら聞いて、話の概要を捉えることが必要。

【ケンタさんとマリア先生の会話】
ケンタ ：Hello, Maria sensei. We have some

questions. OK?
マリア先生：Sure.
ケンタ ：I like sports. I like P.E.. What subject

do you like?
マリア先生：I like science.
ケンタ ：Me, too. I want to go to India. Where

do you want to go?
マリア先生：I want to go to Brazil.
ケンタ ：Brazil? Why?
マリア先生：I like soccer. I want to watch soccer

games in Brazil.
ケンタ ：Oh, nice. Thank you.

【問題】
１ What sport do you like?
２ Do you like music?
３ What food do you like?

3
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・
・

「メモやパンフレットを読んで概要を捉えたり必要な情報を得たりすること」の問題例

【
別紙２（問題例）

【通過率 86.6％】

外国語 第６学年「読むこと」 大問７(2)
○おすすめの国について書かれたパンフレットを読み、内容に合うイラストを選ぶ問題
・音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現の意味が分かることが必要。

2
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「音声で十分に慣れ親しんだ語句を自分の気持ちに合わせて語群から選ぶなどして書くこと」の問題例

【
別紙３（問題例）

（２）【通過率 99.0％】
（３）【通過率 79.5％】

外国語 第６学年「書くこと」 大問11(2)(3)
○I likeに続けて自分の好きなものやことを語群から選ぶなどして書く問題 (2)
・音声で十分に慣れ親しんだ語句を自分の気持ちに合わせて語群から選ぶなどして書くことが必要。
○自分のことを相手に知ってもらうために、例文を参考にしながら、相手に伝わるように自分を紹介する文を書く問題 (3)
・音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現を用いて、例文を参考に相手に伝わるように自分を紹介する文を書くことが必要。

「例文を参考に相手に伝わるように自分を紹介する文を書くこと」の問題例

【ワードリスト】の例
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・
・

【実技調査】「自分や相手のことについて、簡単な語句や基本的な表現を用いてその場で質問したり質問に答えたりして伝え合うこと」の問題例
【

別紙４（問題例）

外国語 第６学年「話すこと［やり取り］」 大問12(2)(4) ※実技調査においては、調査の設計上、調査対象数（学校数・児童数）が限定されている
○好きなものなどについて尋ねられたことに答える問題 (2)
・自分のことについて、簡単な語句や基本的な表現を用いてその場で質問に答えることが必要。
○相手のことをよく知るために質問する問題 (4)
・相手のことについて、簡単な語句や基本的な表現を用いてその場で質問することが必要。

※ その場で質問をする。
（４）
児童： (例) What animal do you like?  他

※ その場で質問に答える。
（１）
ALT：Hello. I’m 〇〇.What’s your name?

児童：

（２）
ALT：Let’s talk about favorite sports. I like soccer.

Do you like soccer?

児童：

（３）
ALT：Let’s talk about favorite colors.

What color do you like?

児童：

(例) Yes, I do.   他

(例) I like blue.  他

(例) My name is ~.   他

【通過率 94.4％】

【通過率 85.6％】
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・
・

【実技調査】「自分のことについて、伝えようとする内容を整理した上で簡単な語句や基本的な表現を用いて話すこと」の問題例

【
別紙５（問題例）

【(知識・技能)通過率 62.2％】
【(思考・判断・表現)通過率 62.5％】

外国語 第６学年「話すこと［発表］」 大問13
○自分のことを相手に知ってもらうために、小学校生活の思い出について自分の考えや気持ちなどを含めて話す問題
・聞き手に分かりやすく伝わるように、話す内容を選んだり順番を決めたりして話すことが必要。

(例)
My best memory is the school trip.
I saw Osaka castle.  It was cool.
I went to Kyoto.
I enjoyed shopping.  It was fun.  他
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令和４年度 小学校学習指導要領実施状況調査の結果について（生活科）－質問調査版－

○具体的な活動や体験を通じて、「身近な生活に関する見方・考え方」を生かし、
自立し生活を豊かにしていくための資質・能力を育成することを明確化した。

○入学当初において、生活科を中心とした合科的・関連的な指導などの工夫（ス
タートカリキュラム）を行うことを明示した。

１．平成29年学習指導要領の主な改訂のポイント

○身近な人々、社会及び自然を自分との関わりで捉え、よりよい生活に向けて思い
や願いを実現する生活科の特質を踏まえた授業の質問への肯定的な回答は95％を
上回っており、着実に実施されている。

○幼稚園や保育所等と連携しながらスタートカリキュラムの作成を行うことは、前
回調査の類似質問の結果と比べて改善傾向がみられるが、他の質問と比較して肯
定的な回答は61.6％と低い傾向にある。

○他教科等との関連を図った授業や中学年の各教科等への接続を意識した授業に関
する質問への肯定的な回答は85％を上回っているが、「行っている」という回答
は30％を下回っており他の質問と比較して低い傾向にある。

〇児童の興味・関心を生かして資質・能力を身に付ける授業が展開されている傾向
が見られるが、「生活や出来事の伝え合い」においては、児童の興味・関心、児
童の身に付けやすさ、共に80％を下回っている。

２．学習指導要領実施状況調査から明らかとなった成果と課題

○指導上の改善点
・スタートカリキュラムの充実を引き続き促すとともに、低学年における教育課
程全体を充実するために、生活科と他教科等との関連を積極的に図るとともに、
中学年以降の教育への接続を意識することが必要である。

・「生活や出来事の伝え合い」の指導では、他者と進んで触れ合い、継続的に交
流する学習活動を充実させることが必要である。

３．２の成果と課題を踏まえた改善の方向性

４．調査結果例（オンライン質問調査小学校/教師）

10.5

21.4

19.7

40.2

36.8

20.5

32.9

17.9

H24

R4

行っている どちらかといえば行っている

どちらかといえばそうしていない そうしていない ［%］

スタートカリキュラム作成にあたって、幼稚園・認定こ
ども園・保育所と連携し、接続を意識しながらカリキュ
ラムの作成を行っている。
※H24の類似質問「スタートカリキュラム作成にあたって、幼稚園や保育園と連携協力しながらカ
リキュラムの作成を行っていますか」との比較。

（参考値）

各内容に対する教師の意識

【速報版】

45



令和４年度 小学校学習指導要領実施状況調査の結果について（道徳科）－質問調査版－

質問項目（第６学年）「特別の教科 道徳」の目標に係る質問
○道徳の特別の教科化により､「答えが一つではない課題に子供たちが道徳的
に向き合い、考え、議論する」道徳教育へと転換し、児童の道徳性を養う。

○検定教科書を導入。内容について、いじめの問題への対応の充実や発達の段
階をより一層踏まえた体系的なものに改善。

○問題解決的な学習や体験的な学習などを取り入れ、指導方法を工夫。数値に
よる評価ではなく、児童の道徳性に係る成長の様子を認め、励ます個人内評
価（記述式）。

１．平成27年及び平成29年学習指導要領の主な改訂のポイント

質問項目（第６学年）共通質問、特別活動との相関

○教師オンライン質問の「特別の教科 道徳」の目標に係る２種類の質問で
は、肯定的回答が90％以上あった。一方、児童質問紙調査の目標に係る２
種類の質問では、否定的回答の割合が13％から20％程度あった。教師の
指導に関する認識と児童の受け止めに10ポイント以上の差がある。

○「特別の教科 道徳」の児童質問紙調査の項目と、共通質問における自己
肯定感や多様な考え方を理解しようとする態度、成長の実感等に関わる質
問や、特別活動におけるいじめのない学級や学校をつくることに関する質
問との間に相関が見られた。

２．学習指導要領実施状況調査から明らかとなった成果と課題

○指導上の改善点
・「内面的資質としての道徳性を主体的に養っていく時間」という道徳科の
特質や目標を踏まえ、より一層「考え、議論する道徳」の質的充実、「主
体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善を図っていく必要がある。

・道徳科の指導の積み重ねと、児童の自己肯定感や多様な考えを理解しよう
とする態度、いじめの未然防止に関する認識等については関係が深いと考
えられることから、引き続き、道徳科を要とした道徳教育について、内容
項目の相互の関連性や、学年段階ごとの発展性を考慮して指導を行ってい
くことが重要である。

３．２の成果と課題を踏まえた改善の方向性

４．調査結果例（質問調査小学校道徳科）

・よりよく生きるために大切なことを、自分の生活を見つめて考えている
・児童が道徳的価値の理解を基に、自己を見つめられるような授業を行っている

・よりよく生きるために大切なことを、いろいろな見方や立場で考えている
・児童が道徳的な問題を、多面的・多角的に考えられるような授業を行っている

（共通）自分とちがう考えを理解しようと努める
（特別活動）（特別活動において）みんなで協力して活動する

ことで、いじめのない学級や学校をつくることができる
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肯定的回答

否定的回答0.52

肯定的回答

否定的回答 相関係数 相関係数

【速報版】

46



令和４年度 小学校学習指導要領実施状況調査の結果について（外国語活動）－質問調査版－

○指導上の改善点
・平成２９年改訂のポイントを踏まえつつ、コミュニケーションを行う目
的や場面、状況等を意識した言語活動を通した指導を重視。

・高学年での外国語科の学習につながるように、中学年において自分の考
えや気持ちなどを伝え合ったり発表したりする言語活動を引き続き十分
に行い、音声に慣れ親しませるとともに、英語を使ってコミュニケー
ションを図る楽しさを体験させることを重視。

３．２の成果と課題を踏まえた改善の方向性

４．調査結果例（質問調査小学校/外国語活動）

○中学年に外国語活動、高学年に外国語科を導入。小・中・高等学校で一
貫した学びを重視し、中学年で三領域の英語の目標を設定し、音声中心
の指導を行い、コミュニケーションを図る素地となる資質・能力を育成。

１．平成29年学習指導要領の主な改訂のポイント

〇児童質問紙調査では、英語の学習について肯定的な回答の割合が高い。ま
た、「英語の学習が好き」については学年を経るごとに下がる傾向がある
が、｢今後もっと、英語を聞いて相手の言いたいことがわかったり、英語
で自分の考えや気持ちなどを伝え合ったり発表できるようになりたい｣と
いう英語を学ぶことへの意欲はどの学年でも高く、第６学年で更に増加す
る。同様に、「英語の授業がわかる」についても、高学年で肯定的な回答
の割合が増え、第６学年で最も高い割合になる。

○教師オンライン質問調査では、全ての項目で肯定的な回答の割合が高い。
しかし、考えや気持ちなどを伝え合ったり発表したりする活動については、
教師の指導に関する認識と児童（第４学年）の受け止めに差がある。

２．学習指導要領実施状況調査から明らかとなった成果と課題

・英語の学習が好きだ

・今後もっと、英語を聞いて
相手の言いたいことがわか
ったり、英語で自分の考え
や気持ちなどを伝え合った
り発表できるようになりた
い

［児童］
・英語の授業で、自分のことに
ついて考えや気持ちなどを英語
で伝え合ったり発表したりしよ
うとしている

【児童質問紙調査】

［教師］
・英語の授業で、児童が互いの
考えや気持ちなどを伝え合った
り発表したりする活動をしてい
る

（参考）

（参考）

・英語の授業がどの程度わか
りますか

（参考）
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令和４年度 小学校学習指導要領実施状況調査の結果について（総合的な学習の時間）－質問調査版－

自分の考えを相手や目的に合
わせて、分かりやすくまとめ
たり発表したりしている。

○総合的・横断的な学習を通して、よりよく課題を解決し、自己の生き方を考えて
いくための資質・能力を育成することを目指すことを明確化。

○探究の過程（「課題の設定」、「情報の収集」、「整理・分析」、「まとめ・表
現」）のうち、「整理・分析」、「まとめ・表現」に課題が見られたことを踏ま
え、言語により分析し、まとめたり表現したりする学習活動（「考えるための技
法」の活用を含む。）等を明確化。

１．平成29年学習指導要領の主な改訂のポイント

○児童質問紙調査では、前回調査で課題とされていた「整理・分析」「まとめ・表
現」は、今回調査では肯定的な回答がそれぞれ70％以上である。

○「課題の解決に向けて、友達や地域の人と進んで関わっている」ことについて肯
定的な回答が70％を下回っており、他より低い傾向にある。

○教師オンライン質問調査では全体的に肯定的な回答が80％以上であるが、資質・
能力の育成に向けた指導計画の位置付けや指導と評価の一体化に関する質問では
「そうしている」という回答が30％を下回っている。

○４年生以上の児童においては、「情報の収集」「整理・分析」「まとめ・表現」
の学習過程について肯定的に回答している児童と多くの教科のペーパーテストの
平均通過率等との相関が見られる。

○総合的な学習の時間の全質問項目と共通質問における自己肯定感、協働、粘り強
く課題に取り組む態度に関わる質問との相関が見られる。

２．学習指導要領実施状況調査から明らかとなった成果と課題

○指導上の改善点
・課題の解決に向けて、他者と協働して主体的に学ぶことや、地域と連携した学

習活動を積極的に取り入れることを促す。
・よりよく課題を解決し、自己の生き方を考えていくための資質・能力を育成す

るために指導と評価の一層の充実を図る。

３．２の成果と課題を踏まえた改善の方向性

４．調査結果例（質問調査小学校/児童）

集めた情報を比べたり、分
けたり、つなげたりしなが
ら、整理して考えている。

相関係数
0.50

第6学年の総合的な学習の時間の質問と粘り強く課題
に取り組む態度に関わる質問との相関※他学年も同様
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⑥

⑤

④

③

②

①

〇自発的、自治的な活動である学級会の取組に関する質問（第6学年）

○育成を目指す資質・能力の視点の６項目の質問のうち、５項目については児童の肯定的な回答が

80％を超えている。ただし、「社会参画」に関する質問である「自分のがんばりで学級や学校を

よりよくすることができる」についての肯定的な回答は70％程度であった。

○学級活動に積極的に取り組んでいる児童は、自己肯定感や自他理解、協働、粘り強く取り組む態

度に関する項目について肯定的な回答をする傾向が見られた。また、96％以上の教師と80％以上

の児童が、特別活動について、いじめの未然防止などに役立つと感じている。しかし、自発的、

自治的な活動である学級会の取組状況についての肯定的な回答は、教師が90％程度であったのに

対し、児童は60～70％程度であった。

○キャリア形成につながる、目標をもって実践する活動の取組について、90％以上の教師が肯定的

な回答をしている。一方、「そうしている」と強く肯定する教師は30％を下回っており、他の項

目と比較してやや低い傾向にある。

令和４年度 小学校学習指導要領実施状況調査の結果について（特別活動）－質問調査版－

質問項目（第６学年）○育成を目指す資質・能力の視点「人間関係形成」「社会参画」「自己実現」を踏まえて
目標及び内容を整理し、各活動及び学校行事で育成する資質・能力を明確化。特に自治

的能力や主権者として積極的に社会参画する力を重視。
○学級活動における児童の自発的、自治的な活動を中心として学級経営の充実を図る際に、

いじめの未然防止等を含めた生徒指導との関連を図ることを明記。
○学校教育全体で行うキャリア教育の要としての役割を果たすことを明確化。

１．平成29年学習指導要領の主な改訂のポイント ４．調査結果例（質問調査小学校特別活動）

① みんなで協力して活動することで、いじめのない学級や学校をつくることができる
② ちがいを認め合い、みんなと共に生きていく力がつく
③ みんなで話し合うことで、学級や学校の生活を楽しくできる
④ 自分のがんばりで学級や学校をよりよくすることができる
⑤ めあてを決めて努力することは、自分の将来に役立つ
⑥ 自分のよいところや得意なことを、生かしたり伸ばしたりすることができる

教師 学級会の議題について、児童の思いや願いを生かして選定できるように指導している
児童 学級会で話し合いたいこと（議題）を見つけている

2．学習指導要領実施状況調査から明らかとなった成果と課題

○指導上の改善点

・資質・能力の視点「社会参画」に関する課題を踏まえ、特別活動において「自分のがんばりで

学級や学校をよりよくすることができる」と実感できるように活動の充実や指導の改善を図る。

・いじめの未然防止などに対して、多くの教師と児童が特別活動が役立つと感じていることか

ら、さらなる指導の充実が求められる。

・学級活動の「（３）一人一人のキャリア形成と自己実現」の授業について、話合いや「キャリ

ア・パスポート」を意思決定に生かし、「自己実現」へとつなげることができるようにする。

3．２の調査結果を踏まえた改善の方向性

〇「特別活動」で育成を目指す資質・能力の視点に関する質問

人間関係
形成

自己実現

社会参画

（共通）「自分にはよいところがある」 （共通）「自分とちがう考えを理解しようと努める」〇
学
級
活
動
と
共
通
質
問
の
関
連

（
第
６
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年
）
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1.0%

0.7%

36.8%

20.3%

53.5%

39.8%

9.3%

28.8%

0.4%

11.1%

教師

児童
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